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（論文内容の要旨） 
フレデリック・ロー・オルムステッドがアメリカのボストン市にエメラルド・ネックレス公園を設計
して以来、独立して存在する緑地ではなく、循環型で連続された緑地の研究と実践は、断続的に続いて
きた。オルムステッドの死後、景観生態学の誕生とともに景観連続性という概念が登場し、接続されて
循環する緑地はランドスケープ・アーキテクチャーの教科書的な手法となった。都市内の気候調節とヒ
ートアイランド現象の緩和などのための風の道などと一緒に設計されることもある。実践的な領域で見
ると、同じ概念により設計されたボルティモアの公園システムに加えてエメラルド・ネックレス自体も、
後世のデザイナーによって拡張と発展し続けており、以降、シカゴ市の公園システムと韓国ソウル市の
緑地システムにも大きな影響を及ぼした。最近では、ランドスケープ・アーキテクチャーの伝統的な領
域であった地面のレベルでのデザインではなく、都市のインフラストラクチャーと結合した新しいタイ
プのデザインも示されている。ニューヨークのハイラインとロンドンのガーデン・ブリッジなどが代表
的であるが、これらの計画も形は異なるがエメラルド・ネックレスの概念を続けたとも見ることができ
る。本研究では、エメラルド・ネックレスを含め、最新のランドスケープ作品を分析し、景観連続性の
概念を都市との関係の中で再考察し、設計の理論的な背景にしようとするものである。   
本研究は、東京の都市構造とボストンのエメラルドネックレス計画を統合して、新しい都市環境を設
計したことにその意義がある。エメラルドネックレス計画はランドスケープ・アーキテクチャーの父で
あるオルムステッドが設計した公園であるが、その独特のデザインにもかかわらず、彼が設計したセン
トラルパークなどの単一の個体としての公園に比べるとあまり注目されなかった。オルムステッドはセ
ントラルパークを設計したことや、彼がアメリカに設計した公園は、その意匠として英国の風景式庭園
を借用したということは、広く知られた事実である。しかし、オルムステッドが先覚的な視点から都市
に関する様々な新しいコンセプトを提案した芸術家としての面もより注目する必要がある。エメラルド
ネックレス計画は景観生態学という学問と景観接続性という理論が誕生する以前に、独立した島として
の緑地ではなく、接続されたネットワークとしての緑地の可能性に注目した先進的なデザインなのであ
    
 
る。そして、このデザインは、彼が設計した各公園がチャールズ川の支流によってつながっていったと
いうその立地の環境から出発した。  
このエメラルドネックレス計画のコンセプトを東京に適用させることが、本研究の目的である。東京
には皇居、明治神宮などの巨大な緑地と新宿御苑、後楽園などの広い庭園、そして上野公園、日比谷公
園など多様な形態と大きさの緑地が存在する。つまり景観生態学的にパッチは豊かであるが、これらは
組んでくれるコリドーの存在が特にないというのが大きな問題である。荒川と多摩川は東京の郊外にあ
って緑地との接続点がなく、外堀はほとんどの区間が埋められて、河川としての機能を期待することは
できない。この過程で見つけたのが首都高速道路という東京全体に広がっている高架道路の存在であっ
た。首都高速道路は、都市の隅々に広がっている為、様々な空間と出会うが、特に新宿線は明治神宮、
新宿御苑、赤坂御所、皇居を通過する為、本研究の最適な対象地であった。そこで本研究の大部分は、 
首都高速道路新宿線とその周りの空間との関係をデザインするのに費やした。首都高速道路は巨大構造
物である為、都市の景観的、物理的な壁として作用している。この存在を周辺領域と地形、ランプなど
を介してスムーズに接続することにより、首都高速道路が緑地の連結だけではなく、人と人、人と緑地
を連結させ、東京都心部の接続性を強化するように設計した。  
この研究は、エメラルドネックレス計画がそうであるように、独立して単発の閉じられた研究ではな
く、接続されて、連続的な開かれた研究を目指す。時間的限界により今回は新宿線のみを対象としたが、
首都高速道路都心環状線をはじめ、目黒線、向島線などは、新しい緑のネットワークを構築する媒介体
としての可能性が非常に高いので、さらに拡張的な研究も可能だと思う。つまり本新宿線を出発点とし
て、緑地のネットワークが東京の隅々に伸びていくように、また本研究を出発点として、東京や日本の
大都市の緑地と高架道路を含めた都市基盤施設を統合することにより、新しい環境の設計に挑戦する研
究が続くことを願う。 
 
 
（論文審査結果の要旨） 
本研究は、景観生態学における景観連続性の分析に着目し、東京都心部に緑地が連続する新たなラン
ドスケープを創出しようと試みる提案である。筆者は、ニューヨークのセントラルパークの設計で知ら
れるフレデリック・ロー・ オルムステッドが19世紀後半アメリカのボストン市において設計したエメ
ラルドネックレス計画に触発されて、景観連続性の視点から同計画の実地調査および分析を行い、そこ
で得た知見を活かして、筆者のプロジェクトである「東京エメラルドネックレス計画」をまとめ上げた。   
また、筆者は、本論文において景観生態学における「パッチ」「コリダー」「マトリックス」という景
観分類するための概念を論じて、その概念を発展継承させて新たに自作に適応するための「ステッチ」
という独自の概念をつくりだした。  
筆者が本論文で提案する「東京エメラルドネックレス計画」は、首都高速道路新宿線の交通を止め、
そこを緑地およびパブリックスペースとして再利用し、周囲の新宿御苑や明治神宮の緑地との接点をつ
くることを提案する実に壮大なものだが、そのため実現可能性の高い提案とは言いがたい。しかしなが
ら、ボストン市やニューヨーク市のハイラインパーク、ソウル市のソウル路 7017の実例を研究し、さら
に景観生態学による理論的な根拠を重ね合わせることで、実現可能性は低くとも、その提案は非常に示
唆に富むものとなっている。本論文が示す既存インフラを利用して既存緑地をつなぎ、都市景観を豊か
にしておこうと試みる提案は新規性に富み、高速道路などのインフラの老朽化や人口減少による都市の
空洞化、自動運転化による変化する都市交通などによって、大きく変化するであろう未来の都市のあり
方を議論するにあたり、非常に有意義なものとなるだろう。具体的には東京に絞った提案だが、ここで
議論されているデザイン方法論は、広く世界の都市に応用できる可能性を持っている。よって本論文は、
金兌昱の博士学位を認定するにふさわしいものと考える。 
 
 
（作品審査結果の要旨） 
    
 
本研究で提出された作品は、観生態学における景観連続性の分析に着目し、東京都心部に緑地が連続
する新たなランドスケープを創出しようと試みる提案である。景観連続性の視点から同計画の実地調査
および分析を行い、そこで得た知見を活かして、筆者のプロジェクトである「東京エメラルドネックレ
ス計画」としてモックアップ制作を中心に計画提案を行った。景観生態学における「パッチ」「コリダ
ー」「マトリックス」という景観分類するための概念を論じて、その概念を発展継承させて新たに自作
に適応するための「ステッチ」という独自の概念をつくりだし計画提案を行っている。「東京エメラル
ドネックレス計画」は、巨大緑地（パッチ）である明治神宮、新宿御苑、赤坂御所、皇居と首都高速道
路新宿線の交通を止め緑化した連結路（コリダー）、そして高速道路と周辺の空間を結ぶ八つの空間（ス
テッチ）を接点として作り出すことを試みた。その広大な計画図を壁一面に貼り、代表的な４つのステ
ッチとコリダーのモックアップを制作し展示を行った。それぞれ周辺の地形と高速道路の高低差を生か
した提案となった。特に新宿御苑と高速を結ぶ「森への橋」と名付けられたステッチは人と自然と人工
物の共生の可能性を感じさせる提案であり、実現すれば日本を代表する憩いの場や世界的な観光名所に
なるのではないかと思わせる。コリダーの設計も既存の構造体を生かし、海外のハイラインなどの事例
研究から得られた知見を生かした基本提案となった。それらのデザイン詳細が少し伝わらなかった点は
残念だったが、実は細かな提案がされている。ステッチの造形提案などにも少し物足りなさはあったが、
全体計画としてこれからの未来の都市環境像を提示したところに新規性があり、日本人には発想が湧か
ない場所（皇居、御所など）を含めた提案となっていることで、環境の視点に立ち公平に東京の都市デ
ザインを提示した事を高く評価したい。この視点がこれからの世界の都市づくりの可能性を広げること
になることを予感させた。よって、本作品は金兌昱の博士学位を認定するにふさわしいものと評価する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
金兌昱（キム・テウク）君の博士作品及び博士論文は都心部における景観連続性概念の研究で、「東
京エメラルドネックレス計画」としてまとめられている。タイトル通りボストンの「エメラルドネック
レス計画」を考え方のベースにしたものとなっている。本計画では現在の東京に存在する大きな緑地（明
治神宮（代々木公園）、新宿御苑、赤坂御所、皇居）と首都高速道路新宿線を人の空間として結びつけ
ることによって、東京のこの場所にどのような改造の可能性があるのかを、生態的な意味から、また空
間的な意味から考察したものである。  
首都高速道路も中央環状線が出来た折にはその内側部分の放射状部分及び都心環状線をなくす検討
もあったように、都市を人の空間を中心に考えればこのような構想があってもおかしくない。この構想
の検討にあたって、彼は過去につくられたボストンの「エメラルドネックレス公園」を現地調査を含め
て丹念に調べ上げ、また現代の高架構造物再利用の事例として、ニューヨークの「ハイライン」やソウ
ルの「ソウル路7017」の計画時から完成までの経緯を参考にした上で本計画を提案している。  
本計画の新規性は、現代における景観連続性の可能性を考えたもので、ボストンの頃にはなかった高
速道路を利用しようというアイデアである。この計画は現時点ですぐに実現は難しいかもしれないが、
私は近い将来においては可能性があるのではと思っている。それは「ハイライン」や「ソウル路 7017」
が既に実現していることを考えれば、東京の老朽化した首都高速道路に新たな機能を持たせる発想もあ
ると思われるからである。  
論文において彼は、景観生態学での「パッチ」「コリダー」「マトリックス」という概念に加えて、新
たに「ステッチ」という概念を提案している。少し離れたパッチとコリダーを繋ぐ部分（領域）といっ
た意味合いだが、既存の概念に新たな考えをプラスして導入しようという提案は高く評価された。   
  本研究で示された内容はかなり壮大な計画であり、細部にまでデザインが行き届かなかった面はある
にしても、東京都心の未来に向けたグランドデザイン、及びそのコンセプトはとても斬新なものであり、
東京藝術大学の博士学位作品として高い評価を持つものとして認められた。 
